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低温排熱から電力への変換が最近注目を集めている。その中で我々は酸化還元反応を利用する

電気化学ゼーベック（ECS）効果に着目してきた。ECS 効果はこれまで主に Fe(CN)6
3-/ Fe(CN)6

4-

イオンを含んだ水溶液及びイオン液体において観測されている[1]。ECS 係数は~1 mV/Kと大きい

ものの、同イオンの酸化還元反応を利用するためにはプラチナ電極が必須である。我々はリチウ

ムイオン二次電池技術を利用することで安全、安価で製造が容易な二次電池型熱電変換セル（サ

ーモセル）の試作と評価を行った。図 1 にサーモセルの模式図を示す。セルには二次電池で用い

られるステンレス製のコイン型セル(CR2032)を用い、正極と負極には層状酸化物[NaxMO2 (M=Co, 

Mn, Mn0.5Fe0.5)、LiCoO2]を含む同一のペースト型電極を、電解液には 1 mol/L NaClO4 PC 及び 1 

mol/L LiClO4 in EC/DEC を用いた。セルの温度差(ΔT)を市販のペルチェ素子により印加し、生じた

起電圧(ΔV)をエレクトロメータによって測定した。 

図 2に室温で測定したサーモセルにおける ΔVの ΔT依存性を示す。電極の違いに関わらず、す

べてのサーモセルにおいて ECS効果が観測された。図中の破線の傾きから求めた ECS係数は-6.8

から-29.7 µV/K となった。当日は ECS 係数の符号や絶対値、ΔV の時間依存性についても議論す

る予定である。 
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図 2 サーモセルにおける熱起電圧(ΔV)の温

度差(ΔT)依存性（破線は最小二乗法によ

る線形フィッティング） 

 

図 1 サーモセルの模式図 
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